
年
加
速
化
対
策
や
T
P
P 

等
関
連
施
策
な
ど
で
昨
年
と

同
程
度
の
一
、八
三
二
億
円
を
計
上
。
補
正
予
算
に
続
い

て
、
現
在
、
令
和
四
年
度
当
初
予
算
の
概
算
決
定
に
向
け

た
折
衝
が
大
詰
め
を
迎
え
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め

る
。
情
報
化
施
工
で
は
、
I
C
T
建
設
機
械
の
活
用
推
進

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
農
業
分
野
で
は
、
情
報
化
施
工
で

得
ら
れ
る
三
次
元
デ
ー
タ
が
営
農
に
お
け
る
U
A
V
や
自

動
走
行
農
機
等
の
運
用
、
農
業
水
利
施
設
の
維
持
管
理
等

に
活
用
で
き
、
生
産
現
場
の
ス
マ
ー
ト
化
加
速
の
た
め
に

も
農
業
農
村
整
備

事
業
に
お
け
る
情

報
化
施
工
の
対
象

工
種
拡
大
、
必
要

な
基
準
類
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
述

べ
ら
れ
た
。

　
議
事
に
入
り
、
ま
ず
専
門
委
員
会
委
員
の
選
任
が
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
、
承
認
さ
れ
た
。
企
画
委
員
会
の
清

水
洋
一
委
員（
清
水
建
設
）、
技
術
委
員
会
の
水
見
洋
委
員

（
熊
谷
組
）、
美
濃
眞
一
郎
委
員（
日
本
基
礎
技
術
）、
広
報

委
員
会
の
河
田
直
美
委
員（
東
急
建
設
）、
廣
瀬
峰
生
委
員

（
株
木
建
設
）が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
、
企
画
委
員
に
宮
森

俊
光
委
員（
清
水
建
設
）、技
術
委
員
に
阿
武
隆
弘
委
員（
熊

谷
組
）、
田
中
久
二
委
員
（
日
本
基
礎
技
術
）、
広
報
委
員

に
　
田
中
龍
太
委
員
（
東
急
建
設
）、
丸
茂
伸
樹
委
員
（
株

木
建
設
）が
選
任
さ
れ
た
。

　
次
に
、
職
務
執
行
状
況
報
告
で
は
、
八
年
目
に
な
る
現

場
実
態
調
査
は
今
年
度
十
か
所
で
実
施

し
、
合
わ
せ
て
一
四
二
か
所
に
な
る
こ

と
、
現
場
実
態
調
査
に
際
し
て
は
国
営
事

業
所
長
と
の
意
見
交
換
を
行
い
そ
の
場

で
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
地
方

農
政
局
長
と
の
意
見
交
換
会
で
の
議
論

を
踏
ま
え
て
農
林
水
産
省
か
ら
出
さ
れ

た
改
善
通
知
は
九
五
項
目
に
の
ぼ
っ
て

い
る
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
農
村
振
興
局

説
明
会
の
開
催
、
E
C
I
方
式
の
発
注
状

況
や
C
M
方
式
の
導
入
な
ど
新
た
な
発

注
方
式
に
つ
い
て
の
農
村
振
興
局
と
の

意
見
交
換
の
実
施
の
状
況
と
と
も
に
、

L
I
N
E
に
よ
る
学
生
へ
の
情
報
発
信

と
し
て
、
令
和
二
年
五
月
に
学
会
の
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
公
表
し
、
企
業
会
員
の
リ

ク
ル
ー
ト
情
報
「
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
し
て
、
竹
中
土
木
、
奥
村
組
、
日

本
国
土
開
発
、
清
水
建
設
、
り
ん
か
い
日
産
建
設
、
前
田

建
設
工
業
、
大
林
組
、
安
藤
・
間
、
三
井
住
友
建
設
、
大

成
建
設
、
熊
谷
組
、
飛
島
建
設
、
み
ら
い
建
設
工
業
、
あ

お
み
建
設
、
青
木
あ
す
な
ろ
建
設
と
順
次
L
I
N
E
に
掲

載
し
て
お
り
、
現
在
、
学
生
を
中
心
に
約
千
二
百
人
の
登

録
を
得
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
続
い
て
、「
農
業
農
村
工
学
系
の
技
術
者
育
成
、
確
保

に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た（
公
社
）農
業
農
村
工

学
会
と
共
に
、
大
学
で
担
当
教
員
の
指
導
の
下
に
国
営
事

業
地
区
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
し
て
卒
業
論
文
を
作
成
す

る
学
生
を
支
援
し
て
お
り
、
今
年
度
は
一
三
大
学
一
八
名

の
学
生
を
支
援
し
、
こ
れ
ま
で
支
援
し
た
学
生
は
八
九
名

と
な
る
こ
と
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
支
援
学
生
の
進
路
状
況

は
大
学
院
進
学
に
次
い
で
、
公
務
員
、
建
設
業
、
設
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
大
半
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
青
山
課
長
か
ら
情
勢
報
告
と
し
て
、「
令
和

三
年
度
農
林
水
産
関
係
補
正
予
算
の
重
点
事
項
（
農
業
農

村
整
備
事
業
）」「
農
業
農
村
整
備
に
関
す
る
技
術
開
発
計

画
」
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　
進
藤
議
員
か
ら
は
、
技
術
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
官
民

問
わ
ず
共
通
認
識
を
持
っ
て
様
々
な
意
見
を
吸
い
上
げ
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
技
術
士
議

員
連
盟
の
取
組
に
つ
い
て
、
宮
崎
議
員
か
ら
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
S
D
G
s
な
ど
持
続
的
な
農
業
の
発

展
の
た
め
の
技
術
開
発
と
い
う
視
点
で
土
地
改
良
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
い
た

だ
い
た
。

　
予
定
し
た
議
事
を
す
べ
て
円
滑
に
終
了
し
、
貴
重
な
話

題
提
供
を
い
た
だ
い
た
青
山
課
長
と
両
議
員
へ
の
盛
大
な

拍
手
と
と
も
に
、
無
事
、
理
事
会
を
終
了
し
た
。

来賓挨拶される宮崎雅夫参議
院議員（農林水産大臣政務官）

職務執行状況報告を行う齊藤政満専務理事

来賓挨拶される進藤金日子参
議院議員

議長として議事運営を行う
押味至一会長

来賓挨拶される青山健治農村
振興局設計課長
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1 

は
じ
め
に

　

最
近
の
港
湾
工
事
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
増
加

し
て
お
り
、
施
工
エ
リ
ア
が
市
街
地
に
近
接
す
る
事
例
が

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
海
上
工
事
の

よ
う
に
、
遮
へ
い
物
の
な
い
空
間
で
の
昼
夜
間
工
事
で

は
、
遠
方
に
民
家
が
あ
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
工
事
騒
音

に
よ
り
音
環
境
の
保
全
が
不
十
分
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
打
撃
工
法
に
よ
る
杭
打
設
工
事
の
よ
う
に
、
大

き
な
振
動
を
伴
う
工
事
で
は
、
隣
接
す
る
建
物
や
住
宅
に

対
し
て
工
事
振
動
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
広
い
範
囲
に
複
数
の
工
事
騒
音
振
動
監
視
点

を
設
定
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
が
可
能
な
工
事
騒
音
振

動
広
域
監
視
シ
ス
テ
ム
（T

O
SM
O
-SV

）
を
開
発
し
た
。

こ
こ
で
は
、
本
監
視
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る

と
と
も
に
、
現
場
適
用
事
例
を
紹
介
す
る
。

2  

監
視
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　

工
事
騒
音
振
動
広
域
監
視
シ
ス
テ
ム
：T

O
SM
O
-SV

は
、
騒
音
と
振
動
を
同
時
に
、
ま
た
は
個
別
に
監
視
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
騒
音
の
み
の
場
合
はT

O
SM
O
-S

、

振
動
の
み
の
場
合
はT

O
SM
O
-V

と
呼
ん
で
い
る
。
騒

音
と
振
動
で
計
算
に
用
い
る
関
数
は
異
な
る
が
、
基
本
的

な
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
工
事
騒
音
の
監
視
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
概

要
を
説
明
す
る
。

　

複
数
の
騒
音
源
の
位
置
お
よ
び
音
の
大
き
さ
が
変
化

す
る
場
合
で
も
、
こ
れ
ら
の
騒
音
源
か
ら
受
音
点
ま
で
の

距
離
が
十
分
確
保
で
き
れ
ば
、
点
音
源
か
ら
の
騒
音
伝
搬

と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
騒

音
源
の
周
囲
に
三
か
所
の
観
測
点
を
設
け
、
同
時
に
観
測

さ
れ
た
各
騒
音
レ
ベ
ル
と
観
測
点
の
相
対
位
置
か
ら
、
音

源
位
置
（
音
源
中
心
）
と
音
源
レ
ベ
ル
を
式
⑴
に
よ
り
特

定
し
て
い
る
。

L
W
=
L
M
i +
20log

10（r
i

）+8　
（i=

1

〜3

）
…
⑴

　

こ
こ
で
、L

W

：
音
源
中
心
Ｓ
に
お
け
る
音
源
レ
ベ
ル

（
dB
）、L

M
i

：
観
測
点
Mi 

（i=
1

〜3

）
に
お
け
る
騒
音

レ
ベ
ル
（
dB
）、r

i

：
音
源
中
心
か
ら
観
測
点
ま
で
の
距

離
（
m
）
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
位
置
関
係
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
１
に
示
す
。
三

次
元
で
考
え
る
の
で
円
は
球
を
表
し
て
お
り
、L

M
1 , L

M
2

お
よ
びL

M
3

の
大
小
関
係
がL

M
1 ≧
L
M
2 ≧
L
M
3

の
場
合
、

r
1 ≦
r
2 ≦
r
3

と
な
る
。

工事騒音振動広域監視システム：
TOSMO-SVの紹介

東洋建設株式会社　土木事業本部　総合技術研究所
美浦研究所　建築環境研究室長 山本　耕三

M3

S：音源中心　M1, M2, M3：観測点
r1, r2, r3：観測点から音源中心までの距離

r3 r2

r1S

M1

M2

図 1　音源中心と観測点の位置関係
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音
源
位
置
と
音
源
レ
ベ
ル
が
求
ま
れ
ば
、
こ
れ
を
起

点
と
し
、
式
⑵
に
示
す
半
自
由
空
間
に
お
け
る
騒
音
伝

搬
式
か
ら
、
評
価
点
へ
の
到
達
音
を
算
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

L
P
n =
L
W
-{20log

10（r
n

）+8}-

（Δ
L
difn +Δ

L
airn +

Δ
L
grndn +Δ

L
etcn

） 

（n
=
1, 2, 3, 

…
）
…
⑵

　

こ
こ
で
、L

Pn

：
音
源
中
心
か
ら
距
離r

n

（
ｍ
）
の
位

置
に
お
け
る
到
達
音
（
dB
）、Δ

L
difn

：
回
折
減
衰
に
よ

る
補
正
量
（
dB
）、Δ

L
airn

：
空
気
の
音
響
吸
収
に
よ
る

補
正
量
（
dB
）、Δ

L
grndn

：
地
表
面
お
よ
び
水
面
の
影
響

に
よ
る
補
正
量
（
dB
）、Δ

L
etcn

：
そ
の
他
の
影
響
要
因

に
よ
る
補
正
量
（
dB
）
で
あ
る
。

　

工
事
騒
音
の
監
視
シ
ス
テ
ム
構
成
例
を
図
2
に
示
す
。

　

監
視
対
象
の
工
事
騒
音
に
は
、
騒
音
規
制
法
の
規
定
に

基
づ
き
J
I
S 

Z 

8
7
3
1
で
定
義
さ
れ
て
い
る
分
離

衝
撃
騒
音
、
変
動
騒
音
、
定
常
騒
音
お
よ
び
間
欠
騒
音
な

ど
が
あ
る
。
一
般
に
、
複
数
の
建
設
作
業
が
同
時
に
進
行

し
て
い
る
場
合
、
特
定
の
工
事
騒
音
が
卓
越
す
る
場
合
を

除
い
て
変
動
騒
音
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で

本
監
視
シ
ス
テ
ム
で
は
、
変
動
騒
音
に
対
応
し
た
評
価
量

（
一
施
工
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
レ
ン
ジ

上
端
値
）
を
デ
フ
ォ
ル
ト
と
し
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ

て
、
分
離
衝
撃
騒
音
に
対
応
し
た
評
価
量
（
一
施
工
サ
イ

ク
ル
に
お
け
る
一
衝
撃
ご
と
の
最
大
値
の
平
均
、
ま
た
は

一
衝
撃
ご
と
の
最
大
値
が
変
動
す
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の

最
大
値
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
レ
ン
ジ
上
端
値
）
に
も
設
定

で
き
る
。

　

事
業
ご
と
の
騒
音
目
標
値
（
契
約
値
）
を
達
成
す
る
た

め
に
、
契
約
地
点
へ
の
到
達
音
が
騒
音
目
標
値
よ
り
小
さ

い
数
値
（
管
理
値
）
に
達
し
た
時
点
で
、
作
業
者
や
監
督

員
な
ど
、
関
係
者
に
警
報
を
発
令
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

警
報
は
、
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
が
確
認
し
や
す
い
位
置
に
置

い
た
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の

P
D
A
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
携
帯
端
末
へ
の
通
報
と

し
て
い
る
。
管
理
値
は
、
一
次
警
報
レ
ベ
ル
と
二
次
警
報

レ
ベ
ル
の
二
種
類
を
任
意
に
設
定
で
き
る
。

　

ま
た
P
C
モ
ニ
タ
上
で
、
施
工
エ
リ
ア
周
辺
部
す
べ
て

の
位
置
に
つ
い
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
騒
音
状
況
が
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
工
事
の
特
性
を
把
握

し
た
上
で
の
対
応
策
を
検
討
し
や
す
い
特
長
も
持
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
騒
音
監
視
時
の
測
定
デ
ー
タ
を
自
動
保
存
し

て
お
き
、
工
事
終
了
後
に
、
対
象
外
の
音
を
除
外
し
た
上

で
評
価
値
を
求
め
ら
れ
る
編
集
機
能
も
備
え
て
い
る
。

　

な
お
、
油
圧
ハ
ン
マ
で
の
杭
打
設
の
よ
う
に
、
一
施
工

サ
イ
ク
ル
中
に
卓
越
す
る
音
源
と
観
測
点
と
の
距
離
が
あ

ま
り
変
化
し
な
い
場
合
は
、
音
源
と
観
測
点
の
関
係
が
既

知
と
な
る
の
で
、
観
測
点
を
一
点
の
み
と
す
る
こ
と
も
で

き
る
。

3  

現
場
適
用
事
例

 

こ
れ
ま
で
、
港
湾
の
岸
壁
築
造
お
よ
び
連
絡
道
路
下
部

工
の
杭
打
設
工
事
や
地
盤
改
良
工
事
な
ど
に
本
監
視
シ
ス

テ
ム
を
適
用
し
て
い
る
。

杭打船による杭の打設

無線パトライトでオペレータに通知無線LAN
アンテナ（屋外）
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写
真
1
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よ
び
写
真
2
に
地
盤
改
良
工
事
と
杭
打
設
工

事
へ
の
適
用
例
を
示
す
。
写
真
1
が
観
測
点
三
か
所
（
マ

イ
ク
三
本
）、
写
真
2
が
観
測
点
一
か
所
（
マ
イ
ク
一
本
）

の
例
で
、
破
線
内
に
マ
イ
ク
を
設
置
し
て
い
る
。

　

写
真
3
に
昼
夜
間
の
地
盤
改
良
工
事
中
の
監
視
画
面
の

例
を
示
す
。
施
工
中
の
監
視
画
面
で
は
、
右
上
に
観
測
点

に
お
け
る
測
定

値
と
評
価
点
に

お
け
る
到
達
音

予
測
値
を
、
右

下
に
施
工
エ
リ

ア
周
辺
へ
の
騒

音
影
響
が
一
目

で
わ
か
る
「
サ
ウ
ン
ド
マ
ッ
プ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
リ
ア
ル
タ

イ
ム
表
示
し
て
い
る
。
騒
音
目
標
値
（
契
約
値
）
を
超
え

る
こ
と
な
く
施
工
を
終
え
た
。

4  

工
事
振
動
の
監
視
シ
ス
テ
ム

　

工
事
振
動
の
監
視
シ
ス
テ
ム
は
、
式
⑶
に
よ
り
振
動
源

位
置
（
振
動
源
中
心
）
の
特
定
と
基
準
点
（
振
動
源
中
心

か
ら
五
m
地
点
）
に
お
け
る
振
動
レ
ベ
ル
の
算
出
を
行
っ

て
い
る
。
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で
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に
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振
動
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点
Mq（q=

1

〜3

）に
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け
る
振
動

レ
ベ
ル（
dB
）、r

M
q

：
振
動
源
中
心
か
ら
観
測
点
ま
で
の

距
離（
m
）、
α
：
地
盤
の
減
衰
定
数
で
あ
る
。

　

次
に
式
⑶
を
変
形
し
、
振
動
源
中
心
か
ら
評
価
点
ま
で

の
距
離
と
基
準
点
に
お
け
る
振
動
レ
ベ
ル
か
ら
、
評
価
点

へ
の
到
達
振
動
レ
ベ
ル
を
算
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
騒
音
の
場
合
と
同
様
、
P
C
モ
ニ
タ

に
表
示
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
し
て
い
る
。
な
お
、
支
配

的
な
振
動
源
の
位
置
が
一
施
工
サ
イ
ク
ル
中
に
ほ
と
ん
ど

変
化
し
な
い
場
合
、
観
測
点
を
一
点
の
み
と
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　

ま
た
、
図
3
に
示
し
た
よ
う
に
編
集
機
能
を
使
い
、
画

面
上
部
の
レ
ベ
ル
チ
ャ
ー
ト
上
で
時

間
範
囲
を
指
定
し
て
、
工
事
終
了
後

に
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

5 

お
わ
り
に

　

開
発
し
た
工
事
騒
音
振
動
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
広
域
監
視
可
能
な
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
結
果
が
分
か
る
こ
と
か
ら
、

施
工
エ
リ
ア
周
辺
の
音
振
動
環
境
保

全
に
有
効
な
手
段
と
考
え
る
。
安
心

安
全
な
工
事
の
実
現
の
た
め
に
も
、

現
場
適
用
を
さ
ら
に
広
め
て
い
き
た

い
。

写真 1　地盤改良工事への適用例（マイク：破線内） 写真 2　杭打設工事への適用例（マイク：破線内）

図 3　工事終了後の杭打設振動評価例（編集画面）

写真 3　地盤改良工事中の広域監視例（監視画面）
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、
評
価
点
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の
到
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算
定
す
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と
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で
き
る
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工
事
騒
音
の
監
視
シ
ス
テ
ム
構
成
例
を
図
2
に
示
す
。
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レ
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す
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携
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。
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イ
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握
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き
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検
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デ
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。
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な
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す
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。
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